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リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

令和 ２年 ４月 １３日

 リコール届出番号 リコール開始日
  届出者の氏名又は   日立建機株式会社
　名称   代表執行役執行役社長  平野　耕太郎 　問合せ先：株式会社日立建機カミーノ

　　　　　　品質保証センタ
　Ｔｅｌ  ： ０２３７－４８－２６４０

動力伝達装置（走行用油圧ポンプ）

  不具合件数 １５件   事故の有無 なし
  発見の動機 市場からの情報による。

・自動車使用者へ直接電話またはダイレクトメール等で通知する。
・自動車分解整備事業者への連絡は、使用者を全て把握しているので、周知の
　ための措置は取らない。
・対策完了車については、計器盤左側面にステッカー（Ｎｏ．４７２６）を貼る。

リコール対象車の車台番号 リコール

車名 型式 通称名 （シリアル番号) 対象車の 備考

の範囲及び製作期間 台数

【注意事項】リコール対象車両の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

平成２４年１２月２５日～平成２９年１月３１日
（計４型式） （計４車種）

（製作期間の全体の範囲）
（計２５２台）

165台

平成２６年４月１日～平成２９年１月３１日

住友 ＷＤＰ－Ｎ２２Ａ２ 「ＨＮ２２０ＷＨＨ－３」
ＴＡＢ-５０１１９～ＴＡＢ-５０１７３

10台
平成２６年５月１３日～平成２６年９月１９日

日立 ＷＤＰ－ＴＡＢ 「ＺＣ２２０Ｐ－５」
ＴＡＢ-５０１０２～ＴＡＢ-５０１７５

64台

平成２５年３月６日～平成２６年３月１２日

日立 ＫＤＰ－ＣＰ２２０ 「ＣＰ２２０－３」
２２０-３０４１２～２２０-３０５８８

平成２４年１２月２５日～平成２６年３月５日

住友 ＫＤＰ－Ｎ２２Ａ２

４７２６ 令和 ２年 ４月 １３日

全車両、走行用油圧ポンプを良品に交換する。

  自動車使用者及び
　自動車分解整備
　事業者に周知させる
　ための措置

  基準不適合状態に
　あると認める構造、
　装置又は性能の状況
　及びその原因

　改善措置の内容

タイヤローラの走行用油圧ポンプにおいて、ポンプ内で使用されているピンリンクを加工
する設備の管理が不適切なため、加工不良により強度が不足するものがある。そのため、
当該ピンリンクの摩耗が進行し、ポンプ内で脱落することによりピンリンクが他の内部部
品を損傷させ、最悪の場合、駐車ブレーキの解除ができなくなり走行不能となるおそれが
ある。

  不具合の部位（部品名）

「ＨＮ２２０ＷＨＨ－２」
２２０-３０４２９～２２０-３０５８９

13台


